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　国は社会保障の給付を削減しています。24年
度は、過去最大規模での医療機関の倒産、廃
業があいつぎました。
　医療機関の事業と経営を支える収入(診療報
酬）は連続して減少しつづけています。物価上昇
分を反映した診療報酬に改定しなければ立ちゆか
ないと、医療団体も声明を発表しています。

まちの医療機関がなくなる？
住民のいのちと健康がまもられない

医療団体も警鐘

　各地で倒産・廃業が相次いでいま
す。厚生労働省などの統計でも、医
療機関の約7割が赤字となっていま
す。都市部でも赤字をかかえ、医師・
看護師不足、建物の老朽化など、複
合的な要因が重なり相次いで閉院や
診療休止に追い込まれています。救
急医療機関や災害時に地域の患者を
受け入れる災害医療の病院なども失
われており、危機的状況です。

６病院団体「３月10日記者会見資料」より

医療機関の倒産件数推移

全国で病院閉鎖による医療空白自治体が増加

2024年度
医業利益
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分べん空白市町村
出産施設が1つもない自治体は
1042市町村/約1700市町村中
「NHK24年11月調査」より
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2024年 倒産64件

「朝日新聞」2025年2月12日付、
『東洋経済』より


